






要約：小児慢性特定疾患研究事業は,自治体が国の補助を受け医療機関と契約を結ぶことで,

昭和 49 年より実施されているが,その目的・疾患適応・審査基準等について,医療や福祉の

関係者に十分な理解がされていないように思われる.そのため,せっかくの制度も有効に活

用されていない可能性がある.今回は,都道府県を対象に小児慢性特定疾患治療事業の実施

状況に関するアンケート調査を行い,その結果をふまえて当研究事業を総論的に考察して

みた。 


